
 

 

冬季の屋外活動について 
 

～安全な活動のために～ 

 
那須甲子では、日常にはない寒さを味わい、白銀の世界の中で、楽しい活動を行うことができます。 

しかし、経験したことのない環境や不慣れな状況下で、骨折や打撲等のケガが増えておりますので、 

下記内容を十分にご確認いただき、子供たちへの注意喚起を行うとともに、指導者のみなさまも安全に 

ご配慮くださいますようよろしくお願いいたします。 

なお、ご不明な点や不安なことがございましたら、職員までご相談ください。 

 

① 指定された場所で、雪上活動を行ってください。 
・天候や雪の状況により、活動場所の変更や活動の中止をお願いする場合がございます。 

・同時間帯に複数の団体が使用する場合もございますので、譲り合ってご利用ください。 

・貸出物品は、割り当てされた数を使用してください。 

・貸出物品の破損があった場合は、事務室までご持参のうえ、ご報告ください。 

 

 

② そり・スノーチューブあそびの注意点「５つのポイント」 
（1）そりやスノーチューブで滑る斜面と、登る通路の斜面をわけて、ルールを決めてから活動を始めて

ください。 

 

（2）危険な乗り方をしない。 

・原則２人以上でそりやスノーチューブに乗らない。重力がかかり、制御できないほどスピードがで 

る恐れがあります。 ※未就学児等 1人で滑ることができない場合を除きます。 

・立ち乗りや背面乗りなど、通常の乗り方以外の方法で遊ばないでください。 

・そりやスノーチューブを連結した状態で滑走しないでください。 

 

（3）そりやスノーチューブを滑らせる間隔は十分に空けてそり同士が接触しないようにご注意ください。 

 

（4）芝や土の見えている箇所は、使用しないでください。急ブレーキがかかり、大変危険です。 

 

（5）コース上に、ジャンプ台やこぶ等、障害物を作らないでください。バウンドや転倒により怪我を 

負う可能性があります。 

 

 

③ 雪像・かまくら等の創作物は、指定された活動場所で創作し 

活動後かならず、すべて崩してください。 
 

・創作物を放置してしまうと、万が一崩れた場合や、倒壊してしまった場合、生き埋めや圧死等死亡

事故や大怪我につながる危険がございます。 

 

 

子供たちが安全に雪上活動できるように、ご協力をお願いいたします。 
 

国立那須甲子青少年自然の家 


